
資料

看護学部の自己教育力を育む縦断的合同学修会の有効性

上山　和子*・金山　時恵・礒本　暁子・古城　幸子

新見公立大学看護学部

（2014年11月19日受理）

Ⅰ．はじめに

大学教育における初年次教育は，中等教育から高等教
育の移行に伴う準備教育として取り入れられている。中
央教育審議会は，高等教育の一環として主体的に学ぶ力
の育成を目標として掲げている１）。学士課程における看護
基礎教育としては，主体的に学習すること，専門職とし
て人間力を育成することが基盤となる。

A 大学看護学部では，正規科目として初年次教育に基
礎ゼミナールを取り入れている。これは，１年次の前期
に開講している科目で同一学年を対象に少人数のゼミナ
ール方式として実施している。

一方，年度当初に看護基礎教育課程の縦断的な学修方
法として，自ら学んでいく力を育成することや，相談し
やすい環境づくりとして，2013 年度より１年次から４年
次までの合同学修会の導入を試みた。

合同学修会の目的としては，学年間の交流を深めるこ
と，直接看護の先輩に話を聞くことにより学修生活のイ
メージを図ること，先輩との関係づくりとその後のサポ
ート，先輩は後輩に教えることにより自ら学ぶ力を育む
ことや，今までの学修生活を振り返る機会となる。

本研究では，主体的に看護学の学修を進める一つの方
法として 1～4 年次の合同学修会の有効性を検討し，教育
方法への示唆を得ることを目的とする。

Ⅱ．研究方法

１）研究デザイン：調査研究。２）研究対象：A 大学看護
学部の合同学修会に参加した 1～4 年次生。３）研究方
法：合同学修会の効果について 4 項目の質問紙調査およ
び学修会への希望の自由記述。４）分析方法：調査項目別
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に記述統計にて算出した。自由記述は，内容分析した。
５）倫理的配慮：対象者に研究目的，匿名性が完全に確保
されること，調査書の提出を持って同意を得たとした。

Ⅲ．縦断的合同学修会の概要

入学式後の４月に１～４年次生を対象に，１グループ
各学年２名ずつの８名からなるグループを編成し，全体
として 32 グループで運営する。予め，司会者を決め，自
己紹介から運営を展開していく。

内容としては，①学習生活，②学習の進め方，③専門
科目の学習の進め方，④看護援助技術の進め方，⑤実習
前の事前学習，⑥実習の進め方，⑦国家試験に向けての
学習方法などである。予め 1～3 年次の学生は，質問項目
の内容を検討していき，発言の準備をする。上級学年で
は，司会を担当し，学修会の運営展開を検討していく。
教員は，ラウンド形式で相談にのり，司会者の負担軽減
を図る（図 1・2）。

2013 年度の運営は，看護基礎教育課程の平成 20 年改正
カリキュラム２）による学習進行中の 3・4 年次生，平成 24
年改正カリキュラム３）による学習進行中の 1・2 年次生に
分かれグループ編成を行った。これはカリキュラム編成
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本研究は，学士課程における看護基礎教育の縦断的学修方法について検証した。その結果，学年間の交流
の機会となり，相談しやすいサポート体制の一面をもつことが明らかになった。今後も継続して縦断的合同
学修会の有効性について検証していく必要がある。
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図１　2013年度の看護学部合同学修会の内容



の違いにより，相談内容が異なってくることが予想され
たためである。

2014 年度は，1～4 年次の４学年を同じグループとして
編成した縦断的学修方法として変更した（図 3・4）。

Ⅳ．結果

１．2013 年度の合同学修会の内容
2013 年度は，1・2 年次生，3・4 年次生の 2 学年合同の

学修会であった。1～3 年次生は，合同学修会を終えて「学
修会へは参加して良かった」「学年を超えて交流が深まっ
た」「先輩・同級生・後輩の話は参考になった」の 3 つの
項目について９割以上は良かったと回答していた。4 年次
生は，3 項目とも８割で良かったと回答していた。

どの内容が参考になったかでは，1 年次生は，『科目の

学習方法（人体構造学・人体機能学）』（52％），2 年次生
は，『科目の学習方法（援助技術論）』（41％），3 年次生は，

『卒業研究に向けて』（47％），4 年次生は，『実習に向け
て』（50％）が最も参考になったと回答していた（表．4-1・
4-2・4-3・4-4）。

２．2014 年度の合同学修会の内容
2014 年度では，1～4 学年合同の学修会であった。1 年

次生は，「学修会へは参加して良かった」「学年を超えて
交流が深まった」「先輩・同級生・後輩の話は参考になっ
た」の 3 つの項目について全員が良かったと回答してい
た。2～4 年次生も 9 割以上は良かったと回答していた。

どの内容が参考になったかでは，1 年次生は，『科目の
学習方法（人体構造学・人体機能学）』（35％），『実習に向
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図３　2013年度合同学修会の展開方法

図４　2014年度合同学修会の展開方法

表4－1　2013年度Ａ大学看護学部合同学修会アンケート結果

表4－2　2013年度Ａ大学看護学部合同学修会アンケート結果

表4－3　2013年度Ａ大学看護学部合同学修会アンケート結果

図２　2014年度合同学修会の内容
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けて』（26％），2 年次生は，『実習に向けて』（57％），『卒
業研究に向けて』（18％），3 年次生は『卒業研究に向けて』

（20％），『科目の学習方法（人体構造学・人体機能学）』
（20％），『国家試験に向けて』（18％），『実習に向けて』
（17％），4 年次生は，『実習に向けて』（41％），『卒業研究
に向けて』（38％），『国家試験に向けて』（18％）などであ
った。学生の参考になった項目の特徴として，1 年次生か
ら実習に関心を持っており，3・4 年次生では項目が多岐
に亘っていた（表．5-1・5-2・5-3・5-4）。

３．2013 年度・2014 年度の自由記述内容
自由記述の内容として 2013 年度では，“学年間の交流

の機会が少ないので良い機会となった”などが挙げられて
いた。2014 年度では，上級学年で“初心に戻って学修する
機会になった”などが挙げられていた（表．6-1・6-2）。
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表5－1　2014年度Ａ大学看護学部合同学修会アンケート結果

表5－2　2014年度Ａ大学看護学部合同学修会アンケート結果

表5－3　2014年度Ａ大学看護学部合同学修会アンケート結果

表5－4　2014年度Ａ大学看護学部合同学修会アンケート結果

表6－1　2013年度自由記述の主な内容

表6－2　2014年度自由記述の主な内容

表4－4　2013年度Ａ大学看護学部合同学修会アンケート結果



Ⅴ．考察

看護学部の縦断的合同学修会のアンケート調査を分析
した結果，1～3 年次生にとっては，直接先輩により学修
内容を聞く機会となり，どの質問項目も 9 割以上は良か
ったと回答しており，効果があったと考える。特に課外
活動など４年間の学生生活の中で学年を超えて交流する
機会のない学生にとっては，学年間の交流を図る機会と
なり，その後の学修生活を相談するきっかけ作りとなる
ことで，調整能力など自己教育力を育むことに繋がって
いる。

合同学修会の目的として，同学年の交流だけでなく他
の学年を通じて看護学についての理解を深め，学修の進
め方，履修方法，実習に向けて，国家試験に向けての準
備など，それぞれが関心を持っていること，学修で困っ
ていることについて助言を受けることや，意見交換をす
ることで主体的に学ぶ機会になると考える。佐藤は，学
習の動機づけとして，教室における社会的相互作用の中
で，聞き役に回っているものも理解に向けての活動があ
ると述べており，相互に学習する意味の大切さを説いて
いる４）。

このことより，相互教授の方法としてのグループ学習
は，主体性を発展させる学習方法の一つとして効果が期
待される。

上級学年である 4 年次生は，学年間の交流の機会にな
ったと回答しているも，司会などの負担があるためか他
の学年に比べてどの質問項目も合同学修会の有効性につ
いては低い。しかし，4 年次生として 1 年次生が質問をし
やすいように配慮するなどの試みもされており，意識し
て運営を考えていると推察される。教員側の役割として
は，4 年次生の意識を尊重しつつ司会などの負担軽減を図
り，円滑な運営に繋がっていくようにサポートしていく
ことが求められる。

教授方法としては，上級学年にとって学年間の交流に
より自己の学修形態を振り返ることで多様な視点をもつ
ことができ学習理解が進むよう，支援していく必要があ
る５）。また，上級学年では，『初心に戻って学修する機会
になった』と回答しており，このような振り返りは看護学
を改めて考える機会になり，学習を深化させ自己教育力
を育成する一つの手段になると考える。

今後の課題として，学士課程における看護基礎教育に
ついての縦断的合同学修会の有効性について学生の意見
を聞きながら，主体的に看護学を学んでいけるよう，さ
らに有効な運営方法を検討していきたい。
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